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要約 
 
 本校では令和２年度から新学習指導要領が本格実施される。高槻市センターモデル
校区研究委嘱・教育課程特例校の指定を受け,本格実施に向けて,モジュール学習や英
語教育の研究を推進している。本報告では教科化に向けた授業実践例・小小,小中連携
で見えてきたことをまとめたものである。 
更に日頃行ってきている英語教育で子どもたちがどれくらい力をつけているのかを
図るために事前アンケート・英語能力調査を行い,その結果を最後にまとめている。 
 
 
 
 
        （キーワード ： 【小学校】外国語, 小中連携） 
 
 
１．はじめに 
 
まず,はじめに,本校の研究経緯を説明します。平成９年に「大冠の子どもたちにグ
ローバルな人間になってほしい」という保護者の願いからスタートしました。 
英語活動をスタートさせてから今年で２３年目となりますが,Ｈ２１年英語ノート
の導入をきっかけに担任主導へと授業形態を変え,昨年度よりは文部科学省から教育
課程特例校の指定を受け,研究テーマ「豊かな心をはぐくむ授業～コミュニケーション
能力の育成と言語活動の充実をめざして～」をめざし授業づくりや昼学習の研究を進
めています。 
 
 
鳴門教育大学小学校英語教育センター紀要　第10号,  61−70,  2019
− 61 −
  
 
 
 
 
 
 
 
 
【外国語活動の実践】 
低学年の授業をつくる中で大切にしていることが２つあります。一つ目は他教科連
携です。子ども達が音楽科や生活科で得た知識や体験を基にした授業をつくることに
より子どもたちの興味関心をさらに高め,活動を行うことができます。２つ目はたくさ
んの英語を聞かせることです。低学年は音声と教材を関連づけた指導方法を大切にし
ています。低学年の子どもたちにたくさんの英語を聞かせ自然と反応できるように「ゲ
ーム」や「歌」を取り入れて単元を構成しています。中学年の授業づくりは,低学年の
うちにたくさんの英語を聞き,外国語に慣れ親しんでいます。中学年ではさらにステッ
プアップし ,友達とコミュニケーションを図る活動 CLT(communicative Language 
Teaching)を取り入れています。ワードを学び定型文を学ぶだけでは外国語の楽しさを
味わうことができません。自分の思いを伝えるために必要なことは何か？どうすれば
伝わるのかを子供たち自ら考え活動を行っています。 
 
【外国語科の授業の実践】 
教科化の動きに対応するために大きく２点について考えました。１つ目は学年テー
マの設定です。この高学年のテーマを基にし,中学年・低学年と順をおってテーマを設
定し,外国語活動で慣れ親しんだフレーズや語彙をコミュニケーション活動で何度も
活用できるように１年生から６年生まで系統立てた授業づくりを行っています。 
また,領域別目標を設定しました。高学年では特に,５領域「聞くこと」「話すこと（や
りとり）（発表）」「書くこと」「読むこと」を毎単元意識してプランづくりを行っていま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．研究体制 
 
本校は,英語の研究に取り組んで約２０年経ちます。教員がどんどん入れ替わる中で
大冠として築いてきた外国語活動を今もなお継承できている訳は,二つあります。一つ
目は,全教職員が一致団結して取り組んでいたこと。２つ目は,外国語活動の進むべき
方向を照らし示す役目である外国語活動担当が中心となって研究を深めてきたことが
挙げられます。 
 
研究を進める土台として今年度新たに研究部の中に英語教育部を立て部会を月一回
程度開いています。部会では外国語教育の方向性（研究発表など）の確認をしたり,学
校の掲示板作成等,環境づくりをしたりしています。また,部会とは別に指導案検討会
（ＥＬＰ＝English Learning project）を設けています。校内の研究授業を行う際に
は,当該学年以外の先生も指導案検討会に参加し,多くの目で確認をしています。部会
で行ったことは学年会・職員会議で全体に周知することで教職員全員が同じ方向を向
くことができています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．授業づくりについて 
 
本校の教員は全員が中・髙の英語教員の免許を所有しているのではなく,むしろ所有
していない教員の方が多いです。本校に赴任して来られた方は皆,外国語活動を行うこ
とに少なからず不安を感じています。その不安を解消するための取り組みとして,外国
語活動の授業を観る・行う機会を多く設定して一時間の授業の流れ「大冠スタンダー
ド」を掴めるようにしています。 
【大冠スタンダード】 
①初めのあいさつ→挨拶を通して英語教育の雰囲気づくり 
②全時のおさらい→スムーズに活動に入れるように既習表現・単語の復習 
③本時のねらい→今日の目当てを提示。子どもたちがいつでも確認できるように配置。 
④活動→ねらいに沿った活動。ペアやグループなど形態は多様。 
⑤中間評価→子どもたちにデモを見せ,活動のポイントを再度確認。 
⑥振り返り→今日の授業の振り返りを行い,自己評価を行う。 
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【外国語活動の実践】 
低学年の授業をつくる中で大切にしていることが２つあります。一つ目は他教科連
携です。子ども達が音楽科や生活科で得た知識や体験を基にした授業をつくることに
より子どもたちの興味関心をさらに高め,活動を行うことができます。２つ目はたくさ
んの英語を聞かせることです。低学年は音声と教材を関連づけた指導方法を大切にし
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うちにたくさんの英語を聞き,外国語に慣れ親しんでいます。中学年ではさらにステッ
プアップし ,友達とコミュニケーションを図る活動 CLT(communicative Language 
Teaching)を取り入れています。ワードを学び定型文を学ぶだけでは外国語の楽しさを
味わうことができません。自分の思いを伝えるために必要なことは何か？どうすれば
伝わるのかを子供たち自ら考え活動を行っています。 
 
【外国語科の授業の実践】 
教科化の動きに対応するために大きく２点について考えました。１つ目は学年テー
マの設定です。この高学年のテーマを基にし,中学年・低学年と順をおってテーマを設
定し,外国語活動で慣れ親しんだフレーズや語彙をコミュニケーション活動で何度も
活用できるように１年生から６年生まで系統立てた授業づくりを行っています。 
また,領域別目標を設定しました。高学年では特に,５領域「聞くこと」「話すこと（や
りとり）（発表）」「書くこと」「読むこと」を毎単元意識してプランづくりを行っていま
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大冠として築いてきた外国語活動を今もなお継承できている訳は,二つあります。一つ
目は,全教職員が一致団結して取り組んでいたこと。２つ目は,外国語活動の進むべき
方向を照らし示す役目である外国語活動担当が中心となって研究を深めてきたことが
挙げられます。 
 
研究を進める土台として今年度新たに研究部の中に英語教育部を立て部会を月一回
程度開いています。部会では外国語教育の方向性（研究発表など）の確認をしたり,学
校の掲示板作成等,環境づくりをしたりしています。また,部会とは別に指導案検討会
（ＥＬＰ＝English Learning project）を設けています。校内の研究授業を行う際に
は,当該学年以外の先生も指導案検討会に参加し,多くの目で確認をしています。部会
で行ったことは学年会・職員会議で全体に周知することで教職員全員が同じ方向を向
くことができています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．授業づくりについて 
 
本校の教員は全員が中・髙の英語教員の免許を所有しているのではなく,むしろ所有
していない教員の方が多いです。本校に赴任して来られた方は皆,外国語活動を行うこ
とに少なからず不安を感じています。その不安を解消するための取り組みとして,外国
語活動の授業を観る・行う機会を多く設定して一時間の授業の流れ「大冠スタンダー
ド」を掴めるようにしています。 
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②全時のおさらい→スムーズに活動に入れるように既習表現・単語の復習 
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Ｃan –Dｏリスト 
 次期学習指導要領では小学校高学年で行われている「外国語活動」を教科化し,「外
国語科」に,また「外国語活動」を中学年から必修化することになっています。このこ
とを受けて第六中学校区でも子どもたちの学習の到達目標を「～をすることができる」
という形で指標化し,英語を使って何ができるようになったのかを明確化できるよう
に Can-Do リストを作成しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
校区版 Can-Do リスト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
プラン
作成会議
 
[ 各小学校
] 
・Can-Do リストの作成 
 
・カリキュラムの確認 
・各校の外国語活動の 
取組内容交流 
 
目的意識を持って学ぶ 
 
目標の見直し 
 
外国語活動
 
実践・研究
 
４．具体的な授業例 
 
【高学年の授業づくり】 
What do you have on Monday?の単元では最終タスクだけを見れば（旧教材）I study 
Japanese.とあまり違いがみられません。しかし『Hi,friends！』は夢の時間割を作成
しやり取りをする活動があるのに対し,『We Can！』では自分のオリジナル時間割を伝
えるためにはどんな特別教科が必要なのかを Watch and Think を見て思考する時間が
あります。その他にも教科名を書き写したり,Small talk で子どもたちと先生で何回
もやり取りを行う等,今までに学習したことを生かして自分で考えて発信する力をつ
けることを目指して取り組んでいます。 
   『We Can！』     『Hi,friends！』 
 
 
 
 
 
 
 
 
新出表現の提示から重要語句の確認をする Let’s listen. 状況や場面をヒントに
しながらまとまりのある話を聴き概要をつかむ Watch and Think. 十分に慣れ親しん
だ語句を読んだり書き写したりする Let’s Read and write. たくさん英語を聞き,子
どもたち同士でやり取りを試みる Small Talk など数多くの要素を含んでいます。この
セクションの要素を踏まえて高学年では４技能（ Listening-Speaking-Reading-
Writing）を意識した単元設定をおこない,何回も Input をし慣れ親しんだものを
Output する活動につなげられるように取り組みを進めています。 
『We Can！２』My Summer Vacation のディスティ
ニーゲームです。これは,アレンジを加え単元の真ん
中くらいで行った活動です。一人が I went to the 
mountain. に対してもう一人が It was beautiful.
と返します。これは交互に使用表現を何度も使ってり
とりをすることが目的です。次の段階ではそれらの表
現を自分の中で組み立てて発表する最終活動がある
のでディスティニーゲームでいろんな表現に慣れ親
しんでおくことが重要です。 
指導者側も毎時間の積み上げを意識して授業を組み立てることが大切です。積み上げ
ることで使用表現の幅が広がり場面に応じて即興的なコミュニケーションが可能にな
る等,英語を使えることにつなげています。 
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Ｃan –Dｏリスト 
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しながらまとまりのある話を聴き概要をつかむ Watch and Think. 十分に慣れ親しん
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評価について 
【形成的評価】 
 形成的評価とは外国語活動の達成度を調べるための評価のことであり,主に活動の
途中に行っている評価です。具体的には,外国語活動が本時の目当てと離れた活動に流
れてしまわないように教師が意図的に活動を止め,ポイントを意識して活動ができて
いるデモを見て,次の活動の見通しを持たせています。 
【総括的評価】 
総括的評価とは外国語活動の終了時に目標がどの程度達成できているかを判断する評
価である。総括的評価は,振り返りカードでその評価を行い,子どもたちの活動内容の
把握や次時の活動内容の材料としています。本校においては振り返りカードを独自で
作成しており,低・中・高学年の枠で形式を変えています。 
【評価の流れ】 
外国語活動・外国語科は,他教科と同様に評価を意識して授業を組み立てる必要があり
ます。子どもたちも一時間の学習の中でめあて（目標）に向かって活動した結果がどう
だったかを振り返り,次の目標を考え,設定する機会「ＰＤＣＡ（Plan Do Check Action）」
が必要になります。 
 授業中に行う評価としては３つ行っている。活動の開始時に行う「評価の提示」,活
動中に行う「形成的評価」,授業（単元計画）の最後に行う「総括的評価」があります。 
評価の種類 
【行動観察】         
主活動の場面で行うことが多い。子どもたちの活動の様子を観察しモデルとなるペア
を見つけ,ポイントを再確認させたりしています。研究授業では,主活動に教員も参加
し,前時までの慣れ親しみ活動の成果,表情や動作等,相手に伝える力「コミュニケーシ
ョン能力」をみとった（パフォーマンス評価） 
  
 
                      
 
 
 
【Can-Do 振り返りシート】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
今回できたかどうかではなく,単元学習の中で次はで
きそうなど ,できる感覚を培われるように工夫してい
る。  
 
子どもたちの発表の様子
を動画で撮影するなど ,子
どもたちに教師が直接質
問を行いました。 
 
毎時間授業の最後に行っている。 
振り返りシートの役割としては, 
・「行動観察で見きれなかった部分を補う」 
・「子どもたちの自己評価と教員の見とり 
に違いがないかの確認」 
・「振り返りを読み,次時の学習内容の 
プランづくりに役立てる」があげられる。 
 
児童  
児童   
教員  
 
教員  
モジュール学習の導入 
平成２８年度から文部科学省の教育課程特例校の認定を受けて,研究を進めてきま
した。短時間学習の取り組みについては平成２７年度の試行を経て,平成２８年度から
本格的に実施しました。 
短時間学習を導入するにあたってまず,どの時間に設定すればいいのかについて考
え,昼学習（１５分間）をどう生み出すのかについて検討し,下図のように編成しまし
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学習内容については,英語に慣れ親しむ機会を増やすことを目的に【ＤＲＥＡＭ(*1)】
を週に２回,【授業リンク型(*2)】を週１回行うこととしました。 
＊ＤＲＥＡＭ（大阪府教育委員会作成「大阪府公立小学校英語学習６か年プログラム」） 
  
ＤＲＥＡＭとは小学校の 6 年間で活用できる英語の 4 技能（聞くこと,話すこと, 
読むこと,書くこと）を育成するプログラムであり,英語の歌や物語を通して,繰り返し
英語の音声や文字に触れることにより,子どもたちが楽しみながら自然に英語を学習
していくことを理想としています。 
 
アンケート結果より 
 
[DREAM や授業で出てくる英語を聞きとり,およその内容をつかむことができますか] 
というアンケート項目において７割以上の児童が肯定的な意見を持っている。 
昼学習や授業で低学年から聞くことを大切に行ってきており,系統立てた指導が行え
ていることが成果として出てきました。 
 
 
 
 
 
 
朝学習（Okan Morning Time）
の開始時間を５分早める 
昼休みの時間を１５分間から 
１０分間に変更 
５時間目後の休み時間を 
１０分間から５分間に変更 
 
72%
28%
できる
まだ難しい
５・６年生 
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評価について 
【形成的評価】 
 形成的評価とは外国語活動の達成度を調べるための評価のことであり,主に活動の
途中に行っている評価です。具体的には,外国語活動が本時の目当てと離れた活動に流
れてしまわないように教師が意図的に活動を止め,ポイントを意識して活動ができて
いるデモを見て,次の活動の見通しを持たせています。 
【総括的評価】 
総括的評価とは外国語活動の終了時に目標がどの程度達成できているかを判断する評
価である。総括的評価は,振り返りカードでその評価を行い,子どもたちの活動内容の
把握や次時の活動内容の材料としています。本校においては振り返りカードを独自で
作成しており,低・中・高学年の枠で形式を変えています。 
【評価の流れ】 
外国語活動・外国語科は,他教科と同様に評価を意識して授業を組み立てる必要があり
ます。子どもたちも一時間の学習の中でめあて（目標）に向かって活動した結果がどう
だったかを振り返り,次の目標を考え,設定する機会「ＰＤＣＡ（Plan Do Check Action）」
が必要になります。 
 授業中に行う評価としては３つ行っている。活動の開始時に行う「評価の提示」,活
動中に行う「形成的評価」,授業（単元計画）の最後に行う「総括的評価」があります。 
評価の種類 
【行動観察】         
主活動の場面で行うことが多い。子どもたちの活動の様子を観察しモデルとなるペア
を見つけ,ポイントを再確認させたりしています。研究授業では,主活動に教員も参加
し,前時までの慣れ親しみ活動の成果,表情や動作等,相手に伝える力「コミュニケーシ
ョン能力」をみとった（パフォーマンス評価） 
  
 
                      
 
 
 
【Can-Do 振り返りシート】 
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る。  
 
子どもたちの発表の様子
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どもたちに教師が直接質
問を行いました。 
 
毎時間授業の最後に行っている。 
振り返りシートの役割としては, 
・「行動観察で見きれなかった部分を補う」 
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学習内容については,英語に慣れ親しむ機会を増やすことを目的に【ＤＲＥＡＭ(*1)】
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＊ＤＲＥＡＭ（大阪府教育委員会作成「大阪府公立小学校英語学習６か年プログラム」） 
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英語の音声や文字に触れることにより,子どもたちが楽しみながら自然に英語を学習
していくことを理想としています。 
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というアンケート項目において７割以上の児童が肯定的な意見を持っている。 
昼学習や授業で低学年から聞くことを大切に行ってきており,系統立てた指導が行え
ていることが成果として出てきました。 
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 【調査結果】 
（１） リスニング全体の音素・単語数の平均正答数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） スピーキング全体の音素・単語数の平均正答率 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【まとめ】 
現在,高槻市のモデル校や教育課程特例校としてモジュールの実践・校内研修・公開
授業・DREAM の活用方法・Can-Do 評価の研究を進めています。日頃の授業で湧き出て
くる疑問等,担任・担外・ＡＬＴと話し合い,協力し課題解決のために全員で取り組ん
でいます。2020 年の教科化まであと少し。外国語活動・外国語科の対応に向けて本校
もカリキュラム・研究体制を見直すことは勿論のこと,全教職員が英語教育に携わり一
致団結し日々の課題を解決していくことが大切だと考えています。 
 
↑学年が上がるにつれて数値が上昇 
 系統立てた指導の成果が表れている。 
  
↑各学年とも事後の正答割合が高い。 
モジュール学習や普段の授業で聞く
力が養われていることがわかる。 
 
↑リスニング同様事後の数値が上昇 
 耳から入ってきたことを聞こえたまま
反応する力が子どもたちに備わっている。 
↑調査学年においてはどの学年も 10%以上向
上している。単語数の上昇することで子ど
もたち同士のやり取りの幅が広がる。 
  
  
５ 結果と考察 
【英語能力調査内容】 
小学校の児童の外国語活動の実態を掴むためにアンケート調査を行いました。アンケ
ート結果で目立っていた項目は「英語で担任の先生と会話をすることが楽しいですか」
「英語の絵本を読んでもらうのを聞くことは楽しいですか」で、いずれの質問項目も
肯定的な意見が多く子どもたちが普段から興味を持って授業を受けていることが調査
結果からも明らかになりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【調査者】鳴門教育大学 畑江准教授 
無意味単語（nonsense word）を聞いて文字を書き取る調査（リスニング） 
“無意味単語を使う理由は、単語の知識に左右されることなく英語の「音」を聞き取
れるかを検査することができるからである。解答欄には下線（   ）で音素の数を
認識しやすくするためです。 
採点は音素（３０点）と単語（１０点）である。 
① bog       ②din         ③hip       ④vet        ⑤cub 
⑥sap         ⑦rum         ⑧drab   ⑨spec       ⑩blot 
 無意味単語（nonsense word）を読んで発話する調査（スピーキング） 
採点は音素（４０点）と単語（１５点）である。 
ib       op         ut       ad        ec 
yiz         vep         wan   zoc        ruv 
loj         mik         sug       fed        hal 
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 【調査結果】 
（１） リスニング全体の音素・単語数の平均正答数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） スピーキング全体の音素・単語数の平均正答率 
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 スローラーナーとともに創る授業再考 
―教師が観るべきもの，行うべきこととは― 
 
 
 
松尾 真太郎 (MATSUO Shintaro) 
神奈川県立新栄高等学校 
 
 
要約 
 
本論では，高等学校段階での英語学習におけるスローラーナー1を多く抱える集団を対象
に，授業のなかで，さらには学校生活全体のなかで英語，もしくは学習全般についての指導
を行う際，学習者とともに創る授業をよりよくしていくために，教師が観るべきもの，行う
べきことに焦点を絞り考察する。 
目の前にいる生徒が英語学習にどの程度意欲的であろうとも，「主体的・対話的で深い学
び」の観点からよりよい授業を目指すためには，指導者としての発問技術や，ペアワーク・
グループワークなどの有効活用をはじめとした，授業における指導力の向上も英語教育にお
いて欠かせない論点ではあるが，本論では「教師と学習者の関わり合い」にフォーカスする
ことで，教員の内面から授業改善に資するヒントを得ることを試みる。 
授業は教師と生徒 (学習者) が一緒に創るものであるが，その協力関係の根底をなすもの
はコミュニケーション能力に他ならない。そのコミュニケーション能力の育成が最も重要視
されている 2020 年度からの小学校外国語教育の教科化が，いよいよ目前に迫ってきた。と
りわけ高校教育現場に身を置く者としては，これまでもそうだが，今後はより一層，「授業 
(「外国語活動」および「外国語科」) としての英語教育に触れてきた時間が長い生徒を預か
っているのだ」という意識を強く持たなければならない。換言すれば，これまで通りの授業
でよいという甘えを一切排除し，日々の授業の振り返りと改善を継続する力が求められる。
具体的にどのような行動を起こすべきか，そしてその行動はどのような信念に支えられるこ
とでより効果を発揮するのか，普段の実践報告も交えながら多角的に考察し，来る次年度に
備えることを主たる目的としている。 
 
(キーワード：授業改善，スローラーナー，新学習指導要領) 
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